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◆高らかに第一楽章

「うわぁ～、泥の感触がきもちいい～」。

5月28日（日）午前10時。遠州を制する拠点、掛川市大

東地区高天神城跡ふもとに位置する『花の香楽会・第一

楽章田植え』会場にこんな声がこだました。田植えは初

体験、という老若男女・都会人・田舎人集団の中で、東

京学芸大学の女子学生が発した名セリフがこれである。

雨模様で、世話人たちは「田植え抜きで宴に突入し

ちゃおう」と考えもしたが、田植え時には雨もやんだし、

40人強の人がワクワク顔で田んぼの前に集合するに及んでは予定どおり実行するしかない。

マスコミも大勢訪れたし、東京学芸大学音楽科のユニットも苗に気持ちを注入するがごとく美声を

あぜ道で響かせる。気分は古代の田植え神事である。本来、重労働である筈の田植えも、会員パワー

の前では、パワフルな「楽会発足」の前奏曲となった。

この日集まったのは、楽会参加を呼びかけた約400人の中のおよそ100人。会員登録も実に240人が

すませた。

◆発足の宴も大盛り上がり

続く『発足の宴』は、主宰者である鷲山東京学

芸大学長による「発足宣言」でスタート。会員に

プロのアナウンサーがいたので、いきなり司会を

頼んだり、みんなが作る人であり、食べる人にな

って、数多くの旬野菜や食材がところ狭しと並べ

られた。楽会に集う仲間にはおなじみの松本名人

による「打ちたて蕎麦」もふるまわれ、料理の質

の高さ、新鮮素材ならではの味にみんな大満足。

裏面もご覧ください



酒が主題の集まりだけに、ラベルを隠して「大吟醸」と「純米酒」・

「地元米コシヒカリ純米酒」を呑み当てる利き酒や、田でも響いた

美声再びとばかり、東京学芸大学音楽科のユニットによるミニ・ア

カペラ・ライブ（写真）も添えられ、豪華かつハイソ（笑）な宴は

多くの笑い声とともに進んだ。実は、お品書きにあった「炊きたて

ご飯」を出し忘れた、なんてポカもあったのだが、とくに問題にも

ならず宴は大盛り上がりをみせた。

◆次回以降を夢想しつつ

発足セレモニー時には、「自然に優しい活動にするためには、マイ箸・器持参励行」の提案も採択

され、楽しい中にも自然への尊敬を忘れない取り組みが今後も期待される。次回以降の楽章でどんな

催しが奏でられるか、は別紙「酒暦」を熟読されたい。なにはともあれ、第一義には「多くの仲間と

友好の輪を広げ」「充実した時間を追求する」ことが楽会の“酒旨”だけに、次回以降も大勢の参加

を期待したい。

今回は、呼びかけた方全員にこの楽会報告書である「通信」をお送りする。未登録の方は、このレ

ポートの熱気をうらやましいと感じられたなら、会運営が全員の会費で運営される以上、お早めに入

会手続きをお願いしたい。一応、7月いっぱいを入会意思確認の目安とさせていただきたいので、ご承

知おきを。「もっと仲間を巻き込みたい！」と思われた方も同様である。

では、次の楽章も、より多くのみんなで奏でられますように。

花の香楽会2006

「酒は人生」と言われますが、こんな取組みをすれば様々なドラマが

生まれるのは当然。楽会に申し込んだ人の中には「現在は都会で暮して

いるが大東生まれ。年齢も８０を越えたので、冥途の土産（笑）にぜひ

復活酒を呑んでみたい」と人生の集大成にしたい人。「酒が仕込まれる

ころ、結婚・新築するので、祝い酒にしたい」と人生の門出にしたい人な

どなど幻の「花の香」を求める仲間が集合中だよ。

お仲間エピソード

←ちょっとほかでは

味わえない宴メニュー（微笑）

※忘れ物のお知らせ（第一楽章にて）

心当たりの方は世話人までご連絡ください



▲ 初 め て の 稲 刈 り ！

誰 も 手 を 切 ら な く て ホ ッ ！

お 天 気 が 気 に な る 屋 外 イ ベ ン ト で す が 、 9月 2 4日 は 、皆 さ

ん の パ ワ ー も あ っ て 、 曇 り 空 も 秋 晴 れ に 。

高 天 神 搦 手 の 宴 会 場 に は 110人 の 楽 会 仲 間 が 集 い ま し た 。

稲 刈 り は 、初 め て の 人 が 大 半 。地 元 お 百 姓 さ ん の 指 導 の も

と 、一 生 懸 命 カ マ を 振 る っ て い ま し た 。腰 の 位 置 や 長 袖 が

お 勧 め な こ と 、 稲 の 束 ね 方 、 毎 日 ご 飯 を 食 べ て い る の に 、

見 る こ と 聞 く こ と 初 め て づ く し 。

こ の 体 験 で 、 家 の 食 卓 の 風 景 も ち ょ っ と 変 わ っ て み え て

く る か も ･･･で す 。

そ の 後 は い よ い よ お 待 ち か ね の 宴 。 私 た ち の 命 が つ な い

で い け る の も 、自 然 の 恵 み を「 い だ だ く 」か ら こ そ 。そ の

源 へ 思 い を は せ つ つ 、東 京 学 芸 大 学 関 係 者 の ア カ ペ ラ を Ｂ

Ｇ Ｍ に み な 、食 欲 の 秋 を 満 喫 し て い ま し た 。地 元 の 方 が ふ

る ま っ て く だ さ っ た『 戦 国 汁 』、土 井 酒 造 自 慢 の『 開 運 ひ

や お ろ し 』お 茶 席 を 設 け て く れ た 有 志 の 方 な ど な ど 、胃 も

心 も 満 腹 の 秋 の １ 日 と な り ま し た 。

◆第 3楽章◆ ～稲刈りといただきますの宴～

第 2楽 章 陶 の 森 物 語 『 薪 割 り 』

袋 井 市『 楽 土 舎 』に お い て 8月 上 旬 か ら 9月 上

旬 の 週 末 、マ イ ぐ い 呑 み づ く り の 前 段 階 と し

て の『 薪 割 り 』に の べ 3 7名 が 挑 み ま し た 。も

の づ く り の 原 点 で あ る 真 夏 の 作 業 に み な 大

汗 。そ こ で 聞 か れ た 感 想 の 代 表 は「 労 働 の 味

わ い と い う か 、さ わ や か な 汗 で し た 」。目 標

に 向 か っ て の 汗 ＝ 充 実 感 た っ ぷ り 、の 体 験 を

し て い る よ う で す 。

物 語 は 今 後 、 1 1月 の 『 作 陶 』 （ 第 4楽 章 ） 、

年 末 年 始 の 『 窯 焚 き 』 （ 第 6楽 章 ） へ と 続

き ま す 。
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次回の料理も乞うご期待！

「 予 告 編 」

１ 月 下 旬 予 定 で 、 『 花 の 香 』 の 仕 込 み に 入 り ま す 。 蔵

見 学 や 、 酒 づ く り 講 座 な ど 学 術 的 （ ？ ） な ひ と 時 を 過

ご し ま せ ん か ？ た ま に は 知 識 に 酔 っ て は い か が 。

詳 細 は 後 日 連 絡 さ せ て い た だ き ま す 。

花の香楽会2006
10/15 現在の会員数 282 名

ぼちぼち締め切っちゃうよ～！
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中日新聞 2007.3.19（月）



朝日新聞 2007.3.19（月）





ある会員の言葉。「今年ほど待ち遠しい春はない」。

同じ想いを持った２００人が、３月１８日快晴の日曜日に掛川市

大東地区『土井酒造場』に集った。

第１楽章の田植えからこの日まで、ものづくりに関わる興奮と

仲間との交流を心より楽しんだ人達が一堂に会したものだから、

熱気は一段と強い。もちろんいろいろな都合で参加できなかった

人も熱気だけなら負けていない。

そんな｢場｣を、主宰者の鷲山恭彦氏は開会の挨拶でこう表現し

た。「多くの人の協力でプロジェクト参加者が広がり、２１世紀の

新しい文化創造のスタイルを示すことができました。この出逢い

に感謝して、今後も新たな趣向をプラスしていければ、と思いま

す」と。

ビッグゲストで会員第１号の石川嘉延県知事も「地域を見直し、

心豊かに育てていく良い試み」と絶賛。

陶酔の宴は、１年の成果を皆で祝い、楽しむと同時に、新たな

夢を見つめてゆく第一歩の場となった。これは次回も参加するっ

きゃない？

◆最終楽章◆～陶酔の宴に浮かぶ新たな夢へ～

宴名物、旬の料理と歌声と

活動の報告やら『陶の森物語』の紹介・作品の贈

呈やらで、やたら｢前置き｣が長くなった今回の宴。

が、やはりじっくり１年もかけてものづくりに取り

組んできた仲間だけあってみんなどっしり。

その見返りは、多くの仲間たちと達成感あふれた

新酒『花の香』を囲んでの語らいと、毎度おなじみ

の旬の味覚、プロジャズシンガーやお酒に魂を注ぎ

こんできた学芸大出身学生の歌声。皆でなんと 50

升を飲み干した。
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花の香楽会2006～2007

更新＆新加入者集まれ！新年度田植えは５月２６日（土）だぁ！！

ものづくりを通じた人の輪づくり。これまで身近ながら、製造過程にたずさわる機会となるとまったく

の新体験の連続だったお酒づくりの世界。「冥土の土産にしたい」というおじいちゃんから、結婚式の祝

い酒として、人生のスタート点のお供にしてしまった人まで、エピソードは

会員の数と同じだけ生まれたはず。そう、人の輪作りを基礎にした活動は

いわば心の「永久機関」。

これまでの会員さんも、噂を聞きつけてあらたに「混ぜて！」

という人も、本通信に同封された『花の香楽会２００７』の募集に

どうぞご応募ください。

そして、２００７第１楽章は、５月２６日(土)午前１０時、高天神

城跡北の搦手（からめて）口の楽会ご用達田んぼにて開催決定！

更新＆新規入会はここでも受けつけますよ。



▴ 陶の森物語｣マツダさんより片口の進呈！

花の香楽会 2007「陶酔の宴」を

ギュ～とパック！

▶
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◄

▾ 新酒を披露する世話人たち

▴ おでん座の澄んだ歌声は、新酒の味のよう。

花の香ゼリーはこの日のために「たこまん」が開発！

◄ ジャズシンガー

中溝ひろみさん

の生々ライヴ。

これだけでも

参加費の価

値あり！？

▴ いつも地元の味をありがとう！

戦国汁のみなみなさま

▴ これもおなじみ！打ちたて蕎麦。

この宴、参加して損なし！！

▴ いつもの旬料理！

でも味わえるのはこの日だけ。

◄ おかげさまで売れ行き好評！

５月いっぱいで完売しちゃいそうです。
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